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釧路川治水計画（大正９年）

釧路川治水計画平面図（大正9年）

大正9年洪水を契機に、釧路川治水計画
による新水路掘削工事に着手（赤線部：
延長11.2km）

新水路掘削
大正10年～昭和6年

岩保木水門

T9年浸水域

T9年浸水域
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釧路川治水100年記念事業

釧路川の豊かな自然と共に歩んだ歴史を振り返
り、治水が地域に果たしてきた役割とこれからの
未来を展望する姿を、釧路川治水100年の「100」
をメガネや双眼鏡に見立てたイメージ
四季折々の表情を見せる釧路湿原とタンチョウ
をモチーフに、釧路川治水の歴史の象徴である岩
保木水門を覗かせました

釧路川新水路誕生の瞬間

釧路川治水100年記念ロゴマーク

釧路川治水１００年記念事業

釧路川の治水事業が始まって100年という節目の年を迎え、先人
たちの遺業を讃えるとともに、改めて流域の発展の基礎となった釧

路川の治水の歴史を振り返り、治水事業の担った役割等を再認識

し、釧路川流域の更なる発展と防災意識の向上に向けて、様々な

主体と連携し各種取組を実施します。

主催：釧路川治水促進期成会

（釧路市、標茶町、弟子屈町、釧路町、鶴居村）

釧路開発建設部、釧路総合振興局

主な取組：

・釧路川治水100年記念_フォーラム
・釧路川治水100年記念_パネルリレー
・釧路川治水100年記念_見学ツアー
・釧路川治水100年記念_釧路川クリーン作戦
・釧路川治水100年記念_図書にみる釧路川
・釧路川治水100年記念_絵画にみる釧路川
・釧路川治水100年記念_イラストにみる釧路川
・釧路川とのなつかしい思い出の写真募集（市民参加型）

釧路川治水１００年 ～ 洪水から地域を守り、地域の発展に貢献 ～

大正9年に釧路地方を襲った大洪水は人々の家屋や尊い人命までも濁流の渦へと巻き込みました。この大洪水を契機に北海道庁による
「北海道治水調査会」の基本調査を基に治水計画である「釧路川治水計画」が策定され、翌年の大正10（1921）年、釧路川常呂川治水事
務所が開設され、釧路川の本格的な治水事業が始まりました。

この治水事業から令和3（2021）年で治水100年を迎えます。

この間、先人たちの努力の積み重ねにより、かつての釧路川河口の釧路港を中心に栄えた釧路市街地は、いまや新釧路川を越えて市街
化が進み、東北海道の中核・拠点都市を形成するとともに、釧路港は水産業の一大拠点及び国際物流拠点として更なる発展を遂げました。

掘削機エキスカベーター作業状況
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釧路川治水100年記念事業 取組状況

釧路川クリーン作戦釧路川の歴史探訪パネルリレー

治水の歴史をたどる見学ツアー 図書にみる釧路川

鶴居村ふるさと情報館

釧路川流域の発展の基礎を築いた先人たちの遺業に思いをはせながら、釧路
川のきれいな水辺創出のため、河川清掃活動を実施。
5月～10月の間、12団体が参加

6月8日 釧路川カヌーネットワーク 9月22日 釧路市 市民環境部

治水の歴史の象徴 旧岩保木水門 旧川の痕跡が残る中島公園

釧路川の治水の歴史にゆかりのある箇所をめぐり、壮大な歴史に触れる
見学ツアーを実施。新水路工事の痕跡、旧岩保木水門など、12名が参加

夏休みの自由研究の題材提供も視野に、釧路市中央図書館ご協力のもと、釧
路川に関する書籍を集めた「釧路川治水100年記念特集」のコーナーを設置

夏休み期間に行われた「釧路川治水100年記念特集」コーナーの様子

釧路川の治水の歴史や流域の発展に果たした役割等を紹介し、釧路川を
より身近に感じていただくため、釧路川流域の上流から河口までをリレー形
式でつなぐパネル展を実施。流域市町村等10施設で7月～11月まで実施

釧路地方合同庁舎 1F

釧路川治水100年を記念して、流域の皆様に治水事業の歴史や重要性をご理解いただき、
防災意識の更なる向上を図るため、様々な関係者と連携し各種取組を実施しています。
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釧路川治水100年記念フォーラム

釧路川の治水事業が始まって100年という節目の年を迎えるにあたり、釧路川の治水の歴史を振り返り、地域の
発展に果たしてきた役割とその重要性を改めて認識するとともに、治水事業を通じて釧路川流域の更なる発展と

防災意識の向上に向けて、「釧路川治水１００年記念フォーラム」を開催いたします。

開催日時：令和４年２月１１日（金：祝日） １３：３０～１６：３０

開催場所：釧路市観光国際交流センター（釧路市幸町３丁目３番）

定 員：３５０名（入場無料）
※会場参加とオンライン配信を併用したハイブリッド方式での開催

内 容：釧路川治水事業報告（釧路開発建設部）

講演（一般財団法人北海道河川財団会長 岡部 和憲）

研究発表（北海道標茶高等学校 地域環境系列）

主 催：釧路川治水促進期成会 （釧路市、標茶町、弟子屈町、釧路町、鶴居村）

釧路開発建設部、釧路総合振興局

後 援：（一社）釧路建設業協会、釧路市建設事業協会、釧路商工会議所、北海道釧路管内商工会連合会、釧路観光連盟、
（一社）釧路観光コンベンション協会、（一財）北海道河川財団、（一社）水交会、釧路・リバー・プロテクション・２１の会、
タンチョウ保護研究グループ、釧路自然保護協会、北海道新聞釧路支社、釧路新聞社、北海道建設新聞社釧路支社、
北海道通信社釧路支社、エフエムくしろ、ＮＨＫ釧路放送局 （順不同）

申込期限

（木）２月 ３日

お申込みはこちらから 来場かWeb視聴を選択

https://www.kokuchpro.com/event/kushiro100
こちらのサイトから必要事項を入力の上、お申込みください。

メールでもお申込みを受け付けております。

送信先 ric.kouenkai@ric.or.jp
■メールでお申込みの場合は、以下の項目をご記入下さい■
団体名・所属、役職等、氏名（ふりがな）、住所、電話番号、参加方法（来場 or Web視聴）、メールアドレス（Web視聴の方）

【申込方法についてのお問合せ】
一般財団法人北海道河川財団
企画部福田 TEL:011-729-8141

※定員になり次第受付を終了させていただきます。

４


